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　人ロの動き
　12月1日現在
男4，186（十3）
女4，249（±0）
計　　8，435（＋3）

世帯数2，260（十3）

　（）は前月比較



　保険料は、第1号被保険者（65歳以上）と

第2号被保険者（40歳以上64歳以下）によっ

て計算方法が違います。毎月の保険料を計算

する仕組みは次のようになります。

【第1号被保険者（65歳以上）の場合】

　保険料は、加入者の所得によって5階層に

区分されます。

ii…i…iiiil獲！iiiiiiiiiiiiiiliili縫iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii曝iliiiiliiiiiiiiiiiiiii灘iiiiiiiiliiiiil iiiiiiiiiiiiii擦iiiiiiiiiiiiiii薩iiiiiiiiiiiiiii欝iiiiiiiiiiiii議iiiiiiiiiiiiiii難iiiiiiiiiiiiii雛ilili

iiiiiiiiiiiiiliiiiiiiiiiiiiii

基準額（2，500円）×0．5二1，250円

iiiiiiiiiiiiii嚢iiiiiiiiiiiiiii

基準額（2，500円）×0．75＝1，875円

iiiiiiiiiiiiiiii嚢iiiiiiiiiiiiiiii

基準額（2，500円）×1二2，500円

iiiiiiiiiiiiiiii嚢iiiiiiiiiiiiiiii

基準額（2，500円）×1．25二3，125円

iiiiiiiiiiiiiiii嚢iiiiiiiiiiiiiii

基準額（2，500円）×1．5＝3，750円

　（注）基準額の2，500円は、国が平成7年度べ一スで試算した単価であるため、

　　　変動が考えられます。上表の基準額は参考例として見てください。

★　第1号被保険者の保険料は、市町村ことに違います。

　　介護保険は、制度で定める全国一率のサービスのほかに、市町村が独自のサービスを

　実施することができます。より充実したサービスを実施する市町村の保険料は高くなり

　ます。また上表の基準額も変動します。

【第2号被保険者（40歳以上64歳以下）の場合】

　国で試算した平均的な保険料の目安は次のようになっています。

鐡騰iliiiiliiiiiii

iliiiiiiiiiiiiii灘iiiiiiiiiiiiiiiiii　　　iiiliiiiiiiiiiii灘iiiliiiiliiiiili

1，200円程度
保険料は所得、資産、世帯構成員等によって計算さ
れるため、個人差が出ます。

1，700円程度 保険料は、健康保険組合等が国から割り当てられた

納入総額を基に構成員の給料に一定率を乗じて計算

するため、給料の額によって個人差が出ます。1，300円程度

（注）表の平均的な保険料の目安は、国が現時点で試算したものであるため、変動が考え
　　られます。
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　サービスを受けられる人は、要支援及び要介護の認定を受けた人です。

認定は身体の状態によって下表のように6段階に区分され、認定された

区分のサービス料金（月額）の範囲でサービスを受けることになります。

また介護保険では施設入所のサービスも受けられます。

嚢護i翻…鍵…麟難

日常生活の能力は基本的にあるが、入浴、衣
服着脱などで週数回の介護が必要な状態。 6万円

左のサービス

料金の1割

…藩i

1軽痩i
立上りや歩行が不安定。衣服着脱、掃除など
で毎日1回の介護が必要な状態。 14万～16万円

灘購縫i
起き上がりも自力では困難。食事、排せつ、
入浴などで毎日1回の介護が必要な状態。 17万～18万円

…懇i

Il薩嚢獲
起き上がり、寝返りが自力では困難。毎日2
回の介護が必要な状態。 21万～27万円

…謙i

懸最簸痩
日常生活の能力はかなり低下。意志の疎通が

できない。1日3～4回の介護が必要な状態。
23万円…翻

懸最璽痩 生活全般にわたり、部分的または全面的な介
護に頼る。1日5回以上の介護が必要な状態。 23万～29万円

【施設介護の料金】

29万円程度 4万7千円（使用料2万4千円＋食事代2万3千円）
32万円程度 5万円　　（利用料2万7千円＋食事代2万3千円）
43万円程度 6万1千円（利用料3万8千円＋食事代2万3千円）

＊　老人保健施設とは、主に医療機関が設置している施設で、病状が安定している方に対し

て積極的な治療よりも、看護やリハビリ、介護、生活の世話などを行う施設です。

＊　療養型病床群とは、急性期の治療が終わり、長期にわたって療養を必要とする人のため

の病床を備えた病院施設です。医療看護のほかに、生活の世話をする介護職員を置いてい

るのが特徴です。

◎　40歳以上64歳以下の方は初老期の痴ほう、

　　脳血管疾患など、国が指定する15項目の
　特定疾病で介護が必要になった場合について、

介護保険の対象になり、介護サービスが受けられます。
つ
ー
、
¶
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奈良県川西町

山形県川西町
糸自　　糸古　　ヨ闘

川西町

兵庫県川西市

，

　辮　騒

協
定
書
調
印
後
、
手
を
組
む
四
首
長
（
左
か
ら
上
田
奈
良
県
川
西

町
長
、
柴
生
兵
庫
県
川
西
市
長
、
南
雲
川
西
町
長
、
高
橋
山
形
県

川
西
町
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
「
川
西
」
の
名
前
を
持
つ
一
市
三
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
か
し
お
き
た
ま

（
兵
庫
県
川
西
市
・
山
形
県
東
置
賜
郡

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
キ
も

川
西
町
・
奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
・
当

町
）
で
つ
く
る
全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ

ト
か
わ
に
し
）
の
総
会
が
、
十
一
月
十

九
日
山
形
県
川
西
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
各
自
治
体
の
首
長
、
議

長
、
担
当
者
合
わ
せ
て
二
十
人
が
出
席
。

四
市
町
村
が
災
害
時
の
相
互
支
援
活
動

に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
万
一
の
際
に

は
被
災
し
た
自
治
体
に
生
活
必
需
品
や

資
材
、
人
材
な
ど
を
提
供
、
派
遣
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
正
式
に
決

め
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
は
、
阪
神
大
震
災

の
際
、
当
町
が
被
災
し
た
川
西
市
に
義

援
金
を
屈
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
両

市
町
の
交
流
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の

後
、
山
形
県
と
奈
良
県
の
川
西
町
に
も

声
を
掛
け
、
昨
年
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
メ
ー
ン
の
議
題
と
な
る
災
害

時
の
具
体
的
な
支
援
活
動
と
し
て
、

①
食
糧
、
水
や
生
活
必
需
品
の
提
供

②
被
災
者
の
救
出
、
救
護
な
ど
に
必
要

な
資
材
や
物
資
の
提
供
③
情
報
収
集
や

災
害
応
急
活
動
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
の
提

供
1
な
ど
六
項
目
の
内
容
を
確
認
。
四

人
の
首
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
す
る
締

結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
奈
良
県
川
西
町
が
幹
事
役

と
な
り
、
交
流
な
ど
を
検
討
し
、
互
い

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
生
か
し
て
い
く

予
定
で
す
。

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
去
る
十
一
月
十
九
日
に
「
全
国
川
西

会
議
」
が
山
形
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
川
西
」
の
名
を
持
つ
全
国
の
自
治
体

は
兵
庫
、
奈
良
、
山
形
、
新
潟
各
県
に

あ
り
、
全
部
で
一
市
三
町
で
す
。

　
昨
年
兵
庫
県
の
川
西
市
長
さ
ん
の
呼

び
掛
け
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
度
は
第
二

回
目
で
し
た
。
　
「
川
西
」
と
い
う
名
の

も
と
、
お
互
い
連
帯
意
識
を
深
め
、
共

同
し
て
ま
ち
の
資
源
や
特
質
を
生
か
し
、

交
流
を
進
め
て
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
そ
う
と
し
て
集
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
第
二
回
目
で
も
あ
り
、

な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で
、
災
害
時

の
相
互
支
援
に
つ
き
協
定
し
、
万
一
被

災
し
た
場
合
は
、
生
活
必
需
品
や
資
材

人
材
な
ど
の
提
供
、
派
遣
を
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。

　
簡
単
に
三
市
町
を
紹
介
し
ま
す
と
、

兵
庫
県
川
西
市
は
、
兵
庫
県
と
大
阪
府

の
境
界
を
流
れ
る
猪
名
川
の
西
岸
に
在

り
、
歴
史
的
な
遺
跡
も
数
多
く
、
清
和

源
氏
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。
大

阪
、
神
戸
へ
の
通
勤
圏
に
あ
っ
て
、
市

の
南
部
は
都
市
部
、
北
部
は
農
村
部
で

自
然
豊
か
な
田
園
都
市
で
す
。
現
在
中

心
部
の
再
開
発
事
業
を
軸
に
、
文
化
施

設
な
ど
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
地
震
で
は
、
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
市
民
が
一
致
協

力
し
て
復
興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
県
川
西
町
は
、
県
北
に
在
り
、

面
積
わ
ず
か
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

す
が
、
六
つ
の
川
が
集
結
す
る
大
和
川

の
西
岸
に
あ
る
水
辺
の
里
で
す
。
古
墳

時
代
か
ら
の
遺
産
も
多
く
、
文
化
の
香

り
高
い
町
で
す
。

　
本
年
二
月
に
は
、
雪
国
体
験
交
流
の

た
め
、
若
者
二
十
四
名
が
当
町
を
訪
れ
、

高
齢
者
世
帯
の
雪
下
し
体
験
を
さ
れ
、

十
一
月
の
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
二
名
が
激
励
に
来
町
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
山
形
県
川
西
町
は
、
最
上
川
の
上
流

と
な
る
松
川
の
西
部
に
位
し
、
米
沢
盆

地
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
年

代
、
コ
メ
六
石
穫
り
（
十
ア
ー
ル
当
り

十
五
俵
）
で
日
本
一
を
記
録
し
た
豊
か

な
水
田
と
、
同
じ
く
日
本
一
の
ダ
リ
ア

園
で
有
名
で
す
。
米
づ
く
り
に
は
、
当

時
当
町
か
ら
も
多
く
の
人
が
学
習
に
訪

れ
た
先
進
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
山
形
国
体
で

は
ホ
ッ
ケ
ー
会
場
で
し
た
。
教
育
長
さ

ん
か
ら
は
、
早
速
卓
球
交
流
を
申
し
込

ま
れ
た
次
第
で
す
。

　
三
市
町
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
非
常
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

特
産
物
の
イ
ベ
ン
ト
、
郷
土
芸
能
の
巡

回
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10．12．10④
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槍討委員会が

昼夜を問わない除雪作業

報
告
書
を
南
雲
町
長
（
右
）
に
手
渡
す

田
村
委
員
長
（
中
央
）
。
左
は
小
海
副

委
員
長

　
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
は
、
平
成

九
年
十
一
月
に
町
と
商
工
会
に
よ
る

合
同
検
討
会
か
ら
出
さ
れ
た
案
を
基

に
、
千
手
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
と
整
合
を
取
り
な
が
ら
推
進
す

る
方
針
で
し
た
。
し
か
し
、
十
年
四

月
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
の
時
間

的
不
整
合
な
ど
が
あ
り
、
単
独
で
先

行
し
て
推
進
す
る
方
針
に
切
り
替
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
町
で
は
広
く
町
民

の
意
見
を
反
映
し
、
計
画
の
熟
度
と

実
現
性
を
高
揚
さ
せ
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
今
年
五
月
、
住
民
代
表
に

よ
る
検
討
委
員
会
（
田
村
英
雄
委
員

長
ほ
か
委
員
十
八
人
）
を
委
嘱
。
同

委
員
会
で
は
、
七
か
月
間
・
十
二
回

に
わ
た
る
検
討
協
議
を
重
ね
、
十
一

月
九
日
、
そ
の
結
果
を
町
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　
報
告
書
の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

【
必
要
性
】

　
広
く
住
民
に
「
安
ら
ぎ
」
と
「
活
力
」

を
与
え
て
く
れ
る
住
環
境
の
整
備
や
、

町
の
新
し
い
魅
力
と
し
て
住
民
に
誇
り

と
希
望
を
与
え
る
な
ど
、
町
の
活
力
を

引
き
出
す
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
と
し

て
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

【
整
備
す
る
施
設
に
つ
い
て
】

　
温
泉
施
設
・
健
康
施
設
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
i
、
共
同
店
舗
、
商
工
会
館
、

公
園
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
駐
車
場

な
ど
。
【
位
置
、
区
域
に
つ
い
て
】

　
県
道
や
幹
線
の
位
置
付
け
と
賑
わ
い

空
間
の
将
来
像
の
受
け
止
め
方
に
よ
り
、

位
置
や
区
域
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
委
員
会
と
し
て
の
統
一
意
見

を
決
定
す
る
こ
と
は
避
け
た
。
し
か
し
、

千
手
温
泉
を
中
心
と
し
た
区
域
と
す
る

意
見
が
大
半
を
占
め
た
。

　
個
々
の
施
設
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

共
同
店
舗
・
商
工
会
館
な
ど
は
県
道
沿

い
へ
の
設
置
を
望
む
意
見
が
多
く
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
施
設
な
ど
は

幹
線
寄
り
か
幹
線
西
側
を
望
む
意
見
が

多
い
。
【
整
備
期
間
に
つ
い
て
】

　
早
期
着
工
早
期
完
了
（
平
成
1
2
年
着

工
・
1
4
年
完
了
）
を
期
待
す
る
。

　
位
置
・
区
域
の
決
定
に
つ
い
て
委
員

会
と
し
て
統
一
し
た
意
見
を
ま
と
め
て

は
い
な
い
も
の
の
、
　
「
関
係
地
権
者
の

意
見
を
尊
重
し
た
中
で
解
決
し
て
い
く

よ
う
に
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
五
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
町
除
雪
協
力
会
が
開
催
さ
れ
、
今
冬

の
除
雪
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
計
画

で
は
、
町
道
の
一
・
二
種
除
雪
路
線
を

合
わ
せ
て
一
六
五
路
線
・
七
一
・
二
ニ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
は
昼
夜
を
問
い
ま
せ
ん
。

路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
作
業
の
能

率
や
交
通
の
安
全
に
も
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
夜
間
の
路
上
駐
車
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
流
雪
溝
な
ど
に

雪
を
入
れ
る
投
雪
口
（
フ
タ
）
は
、
使

用
し
な
い
間
は
必
ず
閉
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
古
峰
神
社
前
を
通
過
す
る
町

道
山
野
田
下
平
線
は
、
孫
左
衛
門
橋
た

も
と
の
合
流
点
付
近
で
一
部
除
雪
を
し

ま
せ
ん
の
で
、
通
り
抜
け
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
お
願
い
】

①
除
雪
作
業
中
は
、
機
械
に
絶
対
に
近

　
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

③
屋
根
の
雪
は
路
上
に
捨
て
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り

　
大
変
危
険
で
す
。

④
出
入
り
口
は
、
各
戸
で
除
雪
し
て
く

　
だ
さ
い
。

⑤
消
火
栓
な
ど
重
要
な
も
の
は
、
ハ
ッ

　
キ
リ
と
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
雪
の
降
ら
な
い
時
は
消
雪
パ
イ
プ
の

　
運
転
を
止
め
、
節
水
・
節
電
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

⑦
雪
捨
て
場
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
ご

　
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
雪
捨

　
て
場
の
確
保
が
で
き
な
い
と
、
異
常

　
降
雪
時
に
交
通
止
め
期
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑧
ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
な
ど
に
よ
り
投

　
雪
し
て
は
い
け
な
い
所
に
は
、
赤
布

　
な
ど
に
よ
り
ハ
ッ
キ
リ
と
目
印
を
設

　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
豪
雪
の
場
合
、
除
雪
に
時
間
が
か
か

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

　
さ
い
。

⑩
除
雪
に
つ
い
て
の
連
絡
や
相
談
は
、

　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
智
5
7
1
5
2

　
0
3
）
か
、
役
場
建
設
課
（
盈
6

8
1

　
3
1
1
1
　
内
線
3
2
3
）
へ
。
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金
子
さ
ん
（
岩
瀬
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
大
臣
表
彰

　
十
一
月
二
十
五
日
、
東
京
国
立
教
育

会
館
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
で
教
育
委
員
会
制

度
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

席
上
、
当
町
の
金
子
幸
作
さ
ん
（
73
歳
）

が
、
地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
文

部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
は
、
同
氏
が
長
い
間
社
会
教
育

に
精
通
さ
れ
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、

町
史
の
刊
行
に
当
り
膨
大
な
歴
史
、
民

族
、
文
化
な
ど
の
史
実
を
ま
と
め
上
げ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
金
子
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
仙

田
村
役
場
に
勤
務
さ
れ
、
以
来
、
社
会

教
育
、
町
史
編
さ
ん
の
分
野
を
中
心
に

三
十
四
年
七
月
勤
務
さ
れ
、
退
職
後
も

町
史
編
さ
ん
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
。

教
育
委
員
と
し
て
現
職
で
十
二
年
十
月

を
在
職
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
十
二

年
六
月
を
委
員
長
と
し
て
務
め
ら
れ
、

児
童
・
生
徒
の
心
の
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
に
心
血
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
紙
に
「
歴
史
は
語
る
」
と

題
し
て
町
の
史
実
を
克
明
に
連
載
し
、

そ
の
前
の
町
史
編
さ
ん
室
長
と
し
て
掲

載
し
た
「
町
史
の
窓
」
か
ら
通
算
す
る

と
十
九
年
に
及
ん
で
執
筆
活
動
を
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
の
う

ブ
ロ
の
技
を
堪
能
『
鼓
童
』
公
演

　
十
一
月
一
日
、
総
合
体
育
館
で
太
鼓

を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
音
楽
芸
能
に

無
限
の
可
能
性
を
見
出
し
、
常
に
新
し

い
音
の
想
像
を
試
み
る
集
団
「
鼓
童
」

の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

川
西
高
校
緑
江
祭
と
開
催
日
を
合
わ
せ

て
開
か
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、
川
西

高
校
生
徒
と
一
般
お
よ
そ
七
百
五
十
人

が
、
太
鼓
音
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
プ
ロ

の
技
を
堪
能
し
ま
し
た
。

鍛えられた体が太鼓を打つ

ぐ
高
橋
さ
ん

ぐ
柳
田
さ
ん

高橋さん・柳田さんが
　　　　　　　　　　　食品衛生功労で表彰

　長年、食品衛生行政に積極的に協力し、業界の指導及び食品衛生協会

の組織強化並びに事業推進に尽力されたとして、高橋清さん（57歳・中

仙田）が県知事表彰を、柳田紀一さん（57歳・山野田）が日本食品衛生

協会会長表彰を、それぞれ受賞しました。お二人とも十日町食品衛生協

会理事・同常任理事を歴任。現在、高橋さんは食協川西分会長として、

柳田さんは十日町食品衛生協会長として活躍されておられます。

平…一
〇好大「そば祭り」の瀬岩

顯　　11月15日、岩瀬ライスセンターで、岩瀬根っ子の会（登坂正男代表）

1…岨雛凝琢嚢1芝囎な1鰯濃撚訓㌘
…！、轟蕪町の地域灘プ・ジェクト支援事業を受け・転作田で収穫されたそ1ま

灘……総　を使用。きねつきモチや歌、踊りのサービス付きでした。

醜，、撫阜酵職㌶撚灘1言㌘

瓢讐鷺
凝

～．
撫
獺
灘
鐡

関
係
者
が
、
一
鉢
ま
た
一
鉢
と
、

ん
へ
と
仕
立
て
て
い
き
ま
す

め

小
学
校
の
先
生
（
右
）
を
娘
さ
ん
に
見
立
て
、

「
お
れ
の
娘
」
を
披
露
す
る
大
倉
さ
ん

大いに沸く大倉修吾講演会
　11月21日、仙田小学校体育館で「大倉修吾講演会」が開かれ、およそ

250人が大倉さんの話術や歌を2時間にわたって楽しみました。大倉さん

は、BSN新潟放送ラジオで現在28年目を迎えた人気番組「ミュージック

ポスト」でおなじみです。

　この講演会は、仙田小学校PTA（高橋直人会長）の主催で開かれたも

ので、町の地域活性プロジェクト支援事業を受けて実施。児童にもわか

るような楽しい話もして、終始和やかな雰囲気に包まれていました。
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南雲町長から激励の言葉を受ける選手の皆さん

＼

世
界
の
ひ
の
き
舞
台
で
大
健
闘

　
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
で
第
七
回
世
界
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

十
一
か
国
か
ら
二
〇
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

こ
の
大
会
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
新
潟

川
西
A
チ
ー
ム
・
同
B
チ
ー
ム
十
三
人

が
派
遣
さ
れ
、
十
八
日
帰
国
し
ま
し
た
。

大
会
に
派
遣
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

選
手
団
長

　
鈴
木
義
一
（
7
0
・
新
町
新
田
）

町
体
育
協
会
が

　
　
　
　
　
体
育
功
労
者
ら
を
表
彰

被表彰者のみなさん

　
十
一
月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

第
六
回
町
体
育
協
会
交
流
会
・
第
十
九

回
町
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

★
体
育
功
労
者
章

　
小
林
義
春
（
62
・
中
島
町
・
ス
ポ
ー

　
ツ
少
年
団
本
部
長
及
び
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
協
会
会
長
を
永
年
勤
め
ら
れ
、
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
）

★
優
秀
競
技
者
章

　
清
水
　
孝
（
2
2
・
山
野
田
・
平
成
十

　
年
度
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
五
千

　
メ
ー
ト
ル
競
歩
優
勝
）

　
小
海
　
基
（
2
1
・
朝
日
町
・
第
五
十

選
　
　
手

　
高
橋
信
雄
（
6
7
・
赤
谷
）
、
今
井
誉

　
夫
（
7
9
・
上
野
）
、
高
橋
寅
雄
（
72

　
・
中
仙
田
）
、
丸
山
仲
二
（
72
・
新

　
町
新
田
）
、
蔵
品
　
茂
（
7
5
・
霜
条
）
、

　
蔵
品
喜
信
（
6
7
・
霜
条
）
、
小
林
英

　
策
（
79
・
中
屋
敷
）
、
星
名
昭
次
（
7
0

　
・
霜
条
）
、
数
藤
喜
久
雄
（
7
7
・
沖

　
立
）
、
金
子
泰
男
（
6
9
・
上
野
）
、

　
大
久
保
マ
ッ
ノ
（
7
7
・
野
口
）
、
五

　
十
嵐
淳
子
（
68
・
長
岡
市
）

　
一
回
県
縦
断
都
市
対
抗
駅
伝
大
会
優

勝
）

　
池
竹
宏
美
（
2
1
・
原
田
・
平
成
十
年

　
度
全
日
本
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会

　
出
場
）

★
奨
励
者
章

【
卓
球
】
池
竹
千
津
子
（
1
9
・
原
田
）

村
越
祐
介
（
1
8
・
野
口
）
池
竹
祐
子

（
1
7
・
原
田
）
高
橋
拓
也
（
1
6
・
原
田
）

【
陸
上
】
柳
昌
光
（
1
8
・
東
善
寺
）

池
田
尚
子
（
1
7
・
川
高
）
山
本
奈
津
恵

（
1
7
・
川
高
）
上
田
瑠
架
（
1
5
・
川
高
）

【
ス
キ
ー
】
井
上
吉
典
（
1
8
・
神
社
町
）

片
桐
健
太
（
1
8
・
発
電
所
通
り
西
）
片

桐
康
太
（
1
8
・
発
電
所
通
り
西
）
内
山

鉄
兵
（
1
8
・
栄
町
）
尾
身
尚
也
（
1
8
・

発
電
所
通
り
東
）
小
林
優
（
1
8
・
中

仙
田
）
高
橋
　
渉
（
1
6
・
中
仙
田
）
柄

沢
健
太
（
1
7
・
沖
立
）

【
水
泳
】
南
雲
基
延
（
1
6
・
寺
尾
）

県電気工事工業組合

　十日町支部が寄贈
　11月9日、県電気工事工業組合十日町支部（村尾

正明支部長）から、福祉のために役立ててほしいと

いうことで、町に10万円のご寄贈がありました。

　これは、同組合が今年創立50周年を迎えるという

ことで、十日町支部でもその記念として広域圏6市

町村に何らかの形を表したいということで、今回の

運びとなりました。

遊
具
な
ど
を
寄
贈

　
こ
の
ほ
ど
、
井
川
建
設
㈱
井
川
昇
社

長
か
ら
、
上
野
小
学
校
と
上
野
保
育
園

に
遊
具
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
井
川
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
が
上

野
小
学
校
に
ご
入
学
と
い
う
こ
と
か
ら
、

遊
具
で
も
学
校
に
寄
贈
し
た
い
と
学
校上野小に寄贈された鉄棒（左）とはん登棒

南雲町長（中央右）に目録を手渡す村尾支部長。関係者の皆さん

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
十
年
ほ
ど
前
に
も

同
校
に
井
川
さ
ん
が
寄
贈
し
た
遊
具
が

現
在
も
大
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
感
激
し
、
当
初
考
え
て
い
た

遊
具
の
ほ
か
に
飼
育
小
屋
の
立
て
替
え

を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
ま
た
、

隣
り
合
う
の

保
育
園
に
も

遊
具
を
寄
贈

す
る
と
い
う

運
び
に
な
り

ま
し
た
。

▲立て替えられた上野小動物小屋

　　上野保育園に寄贈された遊具〉
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撃細禽自㊧が濁鳳『砂◎鵬し自濁覇』

　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
十
一
月
七
鰯
・
八
日
と
、
第
三
回
矧
か
わ
に
し

自
満
祭
』
が
州
西
中
学
校
な
ど
を
会
場
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
七
日
の
、
か
わ
に
し
夢
き
ゃ

ら
ば
ん
公
演
「
夫
祝
書
」
は
七
百
人
ほ
ど
が
集
ま

る
好
評
振
り
で
彰
た
。
ま
た
、
八
日
に
は
大
な
わ

と
び
大
会
、
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
、
ミ
ニ
四
駆

大
会
、
錦
鯉
晶
評
会
、
ゆ
｝
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
輝
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
総
合
体
育
館
を
会
場
に
両
日
開
催
さ
れ

た
『
町
民
文
化
祭
囎
」
に
も
大
勢
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
タ

足
を
運
び
、
恒
例
と
な
っ
た
秋
の
行
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　

　　　　　難一　　　聾馨　　　　灘垂　　轟
　鮒．灘1萎灘一叢　一．．．灘雛灘　　、一一一一．羅、、　継

▲自主公演3作目となった、かわにし夢きゃらばんの手作り劇「大祝言」。
　今回は、町外からの出演者も加わり、一段と幅が広がったものとなりました

購灘
懸
籔
灘

　　　　　戴磁融麗
葉

17

団
体
が
参
加
し
た
大
な
わ
と
び
大
会
。

二
位
と
な
っ
た
木
落
チ
ー
ム
の
奮
闘
ぶ
り

▲民謡とおどりの祭典に特別出演した仙田小学校児童による
　たる太鼓「八木節」

》
第
9
回
を
迎
え
た
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ

　
ー
ト
。
地
元
愛
好
家
の
演
奏
な
ど
を

　
楽
し
み
ま
し
た
。
写
真
は
「
が
ち
ょ

　
う
の
会
」
に
よ
る
合
唱
。

▲47演目の出し物に、聴衆もたっぷり楽しんだ
　民謡とおどりの祭典

》
今
回
か
ら
新
た
に
自
満
祭
の
仲
間

　
入
り
し
た
錦
鯉
品
評
会

▲食べ物・飲み物・手づくり食品など、いろ
　いろなものが出店した屋台村

10．12．10⑳

　　　　　　　、蹴碍　　　　　　　　　　　　　　　　　r”1『曜邸’吊’”＾’”v　■

▲町民の力作が勢ぞろい。
　町民文化祭’98の会場から



璽墜加八できる人は

◎㊤o◎oo●
●夫とともに自分の家の農業経営を担っている人です。

●国民年金の保険料を払っている第1号被保険者の人です。

　（会社勤めの人（第2号被保険者）や会社勤めの夫に扶養

　されている人（第3号被保険者）は加入できません。）

●60歳までに20年以上加入することができる人です。

　（つまり、40歳未満の人となりますが、平成8年4月1日現在で40～54歳まで

　の人にはk年金受給資格期間についての特例措置が適用され、加入できます。）

ノグ

r
　　凶し

『　　
＼

獲羅鱗権翻髄義馨灘難糠灘購

　鐡簾一鍵購i灘灘繕灘懇義灘磁

　i騰鐡灘鐡鰭襲叢欝灘懸灘糞諜

　騰灘i類懇灘灘醗．、

幾離鞭権翻鱈義懇纏響曝

　欝灘一灘灘灘顯撚難織i義鐵灘

難顯灘灘懇i擬i業i纏i欝懇繕灘癒・皇、・

嚢灘難灘繍．

①夫が農業者年金に加入している必要があります。

②経営農地の面積が夫婦あわせて1ヘクタール以

上あることが必要です。

③農業に常時従事している必要があります．

④農業経営を担っているかどうかの確認のため

　r家族経営協定」の締結が必要です。

農業経営を行っているかどうかの確認は、

①夫とは別に自分名義で農業所得の申告をしている

とか、営農口座を設けている等農業経営を行って

いる実態がある場合

または、

②r家族経営協定」を締結している場合

のいずれかによって行います。

欄慶農業者年金とは？

㊤㊤⑪o⑲㊦◎
◆農業者年金は、　r農業者にもサラリーマン並の年金を」という

　強い要望を受けて、農業者の老後生活の安定と、農業経営の若

　返りや規模拡大を図るために作られた年金です．

◆20年以上加入した方が、65歳までに経営移譲した場合には経営

移譲年金が支給され甑　　　　　　済
　また、経営移譲しない場合には農業者老齢年金が支給されます。

◆経営移譲年金の額は厚生年金の算定式に準拠しています。

　　（　　ぽロ　ロハバ
（・1ヌ（o
でノ

　黙
サラリーマン

並の年金

○

∩G．
9を1・
　　く））

ぷ
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施設の安全操業祈願と
　　　通水式をして完成を祝う
11月12日、新町クリーンセンターで、元町新町地区農業集落排水

事業集落排水処理施設安全操業祈願祭・同施設通水式が実施され、

関係者が完成を祝いました。この施設は平成8年度事業着手、総事

業費10億6，000万円、計画人口550人、管路の総延長は5，550㍍で、来

通水のメーンスィッチを押すみなさん（左から、星野＋日町年度、処理場機能調整と管路舗装工事をするとすべて完成となりま
農地事務所長、上村県議会議員、南雲町長、施工業者代表・
井川建設社長、押木集落下水道組合長）　　　　　　　　す。

　今回は、　「川西町が目指すべきまちの将　　　　《自然系》

来像（案）」をふまえた『将来都市構造　　　みずの軸　将来的にも地形的制約要素と￥

（案）』を掲載します。将来都市構造は、　　　自然環境の保全要素を持つ軸とします。

都市の骨格を形成する軸と拠点で構成され　　　◆拠点の構成

ます。それぞれの機能は次のとおりです。　　　中心拠点　まちの核としての求心力を持た

◆軸の構成　　　　　　　　　　　　　　　　せるため、商業、交流、行政の集積に努め￥

《車両系》　　　　　　　　　　　　　　　　　都市的サービスの効率化をめざします。

都市連絡軸　十日町市、小干谷市、高柳町　　　地域拠点　各地域のコミュニティを支える

など周辺都市と連絡し￥町の骨格を形成す　　　場づくりや￥身近な地域購買需要に応える

る主要な軸とします。また、通過交通をこ　　　ための空間づくりをおこない、地域の定住

の軸に誘導し、まちなかにおいての歩行者　　　人ロの安定に努めます。

の安全を図ります。　　　　　　　　　　　　　活力・交流拠点　地域の主要産業や特性を

地域連絡軸　都市連絡軸を補完し、各地域　　　活用し、地域の雇用確保、都市交流を生み

を結ぶ、町内の連絡軸とします。　　　　　　　出す複合的な空間づくりを図ります。

《歩行系》　　　　　　　　　　　　　　　　　みどりの拠点　町内はもとより、広域的な

生活軸　町全体の生活に即した施設（商業、　　利用もなされる保養レクリエーション空間

行政など）の集積により、歩行を考慮した　　　づくりを図ります。

軸とします。　　　　　　　　　　　　　　　　　教育福祉の拠点　高齢化、少子化を考慮し

　　　　　　　　　　　　　　　　　た一帯的な利用を検討し、各地域の教育、

　　　　　　　　　　　　　　　讃　　　福祉の現場との連携を図ります。

　　　　　　　　　　　lv義蜘酒
　　　　　　　　　　　～ぐ熱》　薪謬
　　　　　　　　鯨　く　鱒
　　　　　　　　　耀

暦
68

13
1
1
1
ハ内
線
322

）

建
設
課
都
市
計
画
係

お
間
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
は

／
ヤ
～
＼

／一

　　　ノ地域拠点

禽
轡
の
動

．
嚢
評

還
叢
糠
塗
域
甑

撫識
＼
♂

触
鶴
§
編
点

　
　
　
　
拠

甲
連
絡
軸
呪
　
流

　
　
　
　
交

　
　
　
　
力

　
　
　
．
　
舌

ー
襲
懸
難
・
り

　！、
みどりあ拠点麓

　8　8

ラ

欝評
傷痩
㌧　　　　購．　・』
ぬげ

墜
　域拠点鱒
魯教剤醐鱒

ノの拠伊

中艶

川
西
町
将
来
都
市
構
想
図
（
案
）

“
／
　
　
．
7
禅
囎
灘

　
　
／
〆
　
　
　
．
　
　
爵

・
熊
態
へ

　
　
か
～
勘
〉

　
　
活
梅
み
＼

犠マ

、
轍
驚
驚

舞
麟
’
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
靱
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郷
土
史
学
ぶ
校
長
先
生

岩
瀬
金
　
子
幸
作

郡
市
小
学
校
長
会

　
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
小
学
校
長
会

（
臼
井
一
郎
会
長
・
小
杉
英
則
副
会
長
）

の
定
例
校
長
会
が
、
去
る
十
月
二
十
八

日
に
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
郡
市
内
三
十
五
小
学
校
の
校
長
先

生
が
来
町
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
川
西
町

の
学
校
に
教
諭
・
教
頭
と
し
て
勤
務
さ

れ
た
方
が
今
は
校
長
に
栄
転
し
て
お
ら

れ
、
ま
た
、
町
出
身
の
校
長
先
生
方
に

お
会
い
で
き
、
初
対
面
の
先
生
方
に
も

お
見
知
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
感

動
の
一
日
だ
っ
た
。

　
当
日
、
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
の
は
次

の
校
長
先
生
方
で
あ
る
。
　
（
敬
称
略
・

順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
小
学
校
名
）
。

　
臼
井
一
郎
（
十
日
町
）
　
八
幡
正
博

（
赤
倉
）
　
穴
澤
典
雄
（
中
條
）
　
丸

山
進
（
東
）
　
根
津
敬
一
郎
（
飛
渡
第

一
）
　
石
田
修
（
飛
渡
第
二
）
　
中
俣

恒
（
六
箇
）
　
滝
澤
正
晴
（
川
治
）

工
藤
和
規
（
八
箇
）
　
村
山
暁
（
吉
田
）

阿
部
悠
（
鎧
島
）
　
富
坂
一
長
（
真
田
）

河
合
保
夫
（
名
ケ
山
）
　
品
田
四
郎
（
下

條
）
　
大
塩
節
治
（
東
下
組
）
　
井
川

聖
（
水
沢
）
　
田
地
野
修
（
野
中
）

井
ロ
カ
ズ
子
（
馬
場
）
　
片
桐
信
（
西
）

村
山
信
一
（
田
沢
）
　
長
井
正
信
（
高

道
山
）
　
内
山
久
四
郎
（
倉
俣
）
　
金

子
裕
子
（
貝
野
）
　
小
野
塚
修
一
（
清

津
峡
）
　
米
山
藤
夫
（
外
丸
）
　
森
嘉

雄
（
三
箇
）
　
長
井
俊
一
（
上
郷
）

内
山
憲
信
（
芦
ヶ
崎
）
　
風
巻
恵
二
（
中

津
）
樋
口
勇
治
（
津
南
原
）
　
太
日
方

義
久
（
津
南
）
　
小
杉
芳
則
（
千
手
）

坂
井
国
興
（
上
野
）
　
新
井
登
（
仙
田
）

中
村
宏
（
橘
）

古
代
の
川
西
郷

　
南
雲
春
雄
町
長
と
小
海
正
隆
教
育
長

か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
そ
の
あ

と
私
が
、
　
「
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
川

西
郷
」
を
お
話
し
申
し
上
げ
た
が
、
町

民
各
位
に
も
、
大
要
を
次
の
よ
う
に
整

理
し
て
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
上
野
の
中
子
遺
跡
は
土
器
を
焼
く
の

に
最
適
の
粘
土
を
産
出
し
、
宗
教
に
用

い
た
大
規
模
な
配
石
遺
構
も
造
ら
れ
て

お
り
、
当
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
の

中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
日
本
書
紀
の
大
化
二
年
（
六
四
六
）

　
　
　
　
　
こ
の
と
し
こ
し
の
く
に
の
ね
ず
み
ち
ゆ
う
や
あ
い
つ
ら
な
り

の
記
事
に
「
是
歳
越
国
鼠
書
夜
相
連
向

ひ
が
し
に
む
い
て
う
つ
り
さ
り
ぬ

東
移
去
」
と
あ
り
、
大
和
朝
廷
が
東
北

平
定
し
た
さ
い
の
ル
ー
ト
に
は
、
大
和

か
ら
伊
勢
・
尾
張
・
木
曽
谷
・
信
濃
平

を
経
て
妻
有
郷
を
通
過
し
た
フ
シ
が
あ

る
。
こ
の
軍
隊
は
魚
田
川
を
越
え
て
会

津
方
面
へ
、
別
の
本
隊
は
北
陸
道
を
来

攻
し
て
越
後
平
野
を
進
ん
だ
こ
と
に
な

る
。
大
化
三
年
の
記
事
に
「
老
人
等
相

　
　
　
い
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ず
み
の
ひ
か
し
に
む
い
て
ゆ
く
は
こ
れ

語
り
て
日
く
、
こ
こ
数
年
鼠
東
向
行
之

き
を
つ
く
る
き
ざ
し

柵
造
兆
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

　
　
ぬ
た
り
の
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ

年
に
滞
足
柵
が
造
ら
れ
、
翌
四
年
に
磐

ふ
ね
の
き

舟
柵
が
造
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
妻
有
郷
で
古
墳
が
発
見
さ
れ
な
い
の

　
　
　
　
　
　
や
よ
い

は
、
当
地
方
の
弥
生
・
古
墳
時
代
が
南

北
魚
沼
よ
り
も
早
く
大
和
朝
廷
の
支
配

下
に
収
ま
り
、
豪
族
の
生
ま
れ
る
余
地

が
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

　
延
暦
二
十
年
（
七
七
四
）
に
、
坂
上

田
村
麻
呂
が
千
手
観
音
を
伊
勢
平
治
に

安
置
し
た
伝
説
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う

か
六
十
年
前
の
川
西
郷
の
先
生
方
が
三

年
か
か
っ
て
確
か
め
て
い
る
。

　
保
元
の
乱
後
の
当
地
方
は
平
家
の
支

配
下
と
な
り
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
三
）

　
　
　
　
　
　
　
つ
わ
り
の
し
ょ
う
じ
た
い
ふ
む
ね
ち
か

に
は
庄
司
山
城
に
津
張
庄
司
大
夫
宗
親

が
在
城
し
、
一
万
騎
の
兵
を
率
い
て
木

曽
義
仲
追
討
に
起
ち
上
が
っ
て
い
る
。

南
北
朝
の
争
乱

　
元
弘
三
年
（
二
二
三
一
）
の
川
西
郷

　
　
　
　
　
し
ち
ど
う
が
ら
ん
　
　
こ
ん
ど
う

は
、
霜
条
に
七
堂
伽
藍
（
金
堂
・
五
重

　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
ぞ
う
　
　
し
ょ
う
ろ
う
　
　
じ
き
ど
う

の
塔
・
講
堂
・
経
蔵
・
鐘
楼
・
食
堂
、

そ
う
ぽ
う

僧
房
十
八
）
の
普
門
寺
が
建
ち
、
一
千

人
も
の
修
行
僧
が
地
侍
や
領
民
と
共
存

共
栄
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
け
ん
む
の
ち
ゅ
う
こ
う

　
建
武
中
興
（
二
壬
二
四
）
が
成
っ
た

の
は
北
條
討
幕
を
掲
げ
た
新
田
義
貞
が

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、

こ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
天
狗
回

　
　
　
　
ほ

状
を
見
て
馳
せ
参
じ
た
妻
有
郷
の
大
井

田
氏
と
そ
の
一
族
二
千
騎
で
あ
っ
た
。

　
南
北
朝
の
争
乱
は
五
十
七
年
間
に
及

ん
だ
が
、
戦
場
と
な
っ
た
妻
有
郷
に
は

　
　
　
　
　
む
ね
な
が
し
ん
の
う
　
　
　
　
ら
い
が

征
夷
大
将
軍
宗
良
親
王
の
ご
来
駕
も
あ

っ
て
布
支
黒
城
が
築
か
れ
た
。
終
え
ん

の
激
戦
地
は
川
西
町
で
、
正
平
二
十
三

年
（
二
二
六
八
）
に
は
新
田
義
宗
が
足

利
軍
に
破
れ
て
南
朝
勢
は
壊
滅
、
義
宗

　
　
　
　
　
　
よ
し
は
る

は
戦
死
、
脇
屋
義
治
（
義
貞
の
弟
義
助

の
子
）
は
出
羽
に
逃
れ
て
い
る
。
こ
の

悲
惨
な
事
実
を
物
語
る
板
碑
が
川
西
町

で
三
十
三
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
南
北
朝
の
統
一
（
元
中
九
年
、
二
二

九
二
）
後
、
当
地
方
は
室
町
幕
府
の
も

と
で
越
後
守
護
の
上
杉
氏
に
統
治
さ
れ

る
。
以
後
は
百
数
十
年
を
経
て
、
天
文

年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
に
上
野
城

主
と
千
手
城
主
が
対
立
し
、
一
か
所
に

命
を
か
け
て
土
地
を
争
っ
た
こ
と
か
ら

「
一
所
懸
命
」
の
名
言
が
生
ま
れ
た
。

町
内
を
巡
検

　
昼
食
は
名
代
の
小
嶋
屋
そ
ば
を
召
し

上
が
り
、
午
後
は
町
内
を
見
学
し
て
、

秋
色
の
濃
い
節
黒
城
に
登
っ
た
。

　
松
乃
井
酒
造
で
は
杜
氏
の
安
達
敏
雄

さ
ん
が
造
酒
の
行
程
を
て
い
ね
い
に
説

明
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
あ
と
、
古
沢

棟
子
社
長
の
指
示
だ
か
ら
と
、
羽
鳥
力

夫
町
議
会
議
員
の
ご
配
慮
で
大
吟
醸
酒

の
生
酒
を
試
飲
す
る
の
栄
に
浴
し
た
。

　
星
名
邸
で
は
当
主
の
四
郎
氏
と
ア
イ

夫
人
が
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

め
っ
た
に
出
入
り
の
許
さ
れ
な
い
槍
の

間
や
大
奥
で
国
宝
級
の
書
画
等
ま
で
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き

観
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
大
棒

が
見
て
き
た
庭
園
で
長
い
歴
史
の
一
端

　
建
武
中
興
に
尽
く
し
た
先
人
た
ち

を
た
た
え
る
碑

　
裏
側
に
市
川
俊
雄
十
目
町
小
学
校

長
（
当
時
）
謹
書
の
碑
文
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
　
　
　
昭
和
十
九
年
建
立

を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
節
黒
城
趾
で
は
妻
有
郷
を
眼
下
に
魚

沼
の
山
な
み
を
追
い
、
黒
姫
、
米
山
、

旗
持
山
を
望
見
し
、
城
跡
を
散
策
し
て

戦
国
、
正
平
の
昔
を
し
の
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
よ
う

　
各
小
学
校
と
も
「
郷
土
愛
の
滴
養
」

が
教
育
目
標
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
、
校

長
先
生
み
ず
か
ら
郷
土
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
意
欲
が
伺
わ
れ
、
不
肖
の
話
に

終
始
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

頭
の
下
が
る
思
い
が
し
た
。
中
魚
沼
郡

十
日
町
市
内
全
域
の
小
学
校
に
、
こ
の

よ
う
に
郷
土
の
歴
史
を
重
く
み
る
校
長

先
生
方
が
い
て
く
だ
さ
る
か
ぎ
り
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
思
う
、
情
操
の
豊
か

な
人
間
が
育
っ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い

と
思
っ
た
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
．
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12
月
1
1
日
㈹
～
31
日
㈲
ま
で

職
員
募
集

　
㈹
あ
か
ね
会
で
は
、
知
的
障
害
者
更

生
施
設
「
な
か
ま
の
家
」
な
ど
に
勤
務

す
る
、
平
成
n
年
4
月
1
日
採
用
予
定

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
】

ω
指
導
員
　
男
性
　
1
人

　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
～
5
6
年
4
月
1

日
生
ま
れ
で
、
高
校
卒
業
以
上
（
来
春

卒
業
見
込
み
含
む
）

の
栄
養
士
兼
事
務
員

　
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
　
1
人

　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
～
54
年
4
月
1

日
生
ま
れ
で
、
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
人
（
資
格
取
得
見
込
み
者
含
む
）

※
（
共
通
）
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
内

に
住
所
又
は
本
籍
を
有
し
通
勤
可
能
な

人
で
、
普
通
免
許
所
持
の
人

【
提
出
書
類
】

・
採
用
申
込
書
（
市
町
村
福
祉
担
当
窓

　
口
、
あ
か
ね
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

・
卒
業
証
書
の
写
し
又
は
卒
業
証
明
書

　
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

．
　
　
　
　
幽
　
鍵
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
噸
　
　
糊
　
　
噸

・
成
績
証
明
書
（
短
大
・
専
門
学
校
以

　
上
）

・
免
許
・
資
格
を
有
す
る
証
明
書
の
写

　
し・
直
近
の
健
康
診
断
結
果
の
写
し

【
試
験
の
日
時
と
場
所
な
ど
】

ω
第
一
次
試
験

日
時
　
平
成
n
年
1
月
1
7
日
側

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
か
ら

会
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
一
般
教
養
試
験
・
作
文

ω
第
二
次
試
験

日
時
　
2
月
7
日
⑲
　
午
前
9
時
か
ら

会
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
面
接

【
申
し
込
み
手
続
き
】

ω
受
付
期
間

　
平
成
1
1
年
－
月
9
日
ま
で
（
郵
送
の

場
合
、
消
印
は
1
月
9
日
ま
で
有
効
）

ω
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
9
4
8
－
O
1
2
2

　
川
西
町
大
字
上
野
甲
2
8
9
6
1
2

　
「
な
か
ま
の
家
」
内
㈱
あ
か
ね
会
事

務
局
（
盈
0
2
5
7
1
68
－
4
0
1
3
）

　民生委員・児童委員名簿
任期は平成10年12月1日～平成13年H月30日

氏　　　名 住　　所 担　　当　　町　　内

藤　田　隆　策 栄　　　　町 栄町、山野田住宅、県営住宅、朝日町

北　野　一　美 発電所通り東 発電所通り東ぐ鉄道アパート、南台

高　橋　愛　子 中　　島　　町 中島町、山野田、発電所通り西

太　田　寅　治 田　　中　　町 四郎兼、東善寺、上町、田中町

小　林　スズイ 神　　社　　町 中央町、神社町、学校町

櫃　間　ヒ　サ 中　　屋　　敷 中屋敷、寺尾、木島

数　藤　伸　治 沖　　　　立 沖立

貴　田　杉　松 伊　　　　友 伊友、高原田

中　村　健　・一 坪　　　　山 坪山、霜条、鶴吉

古　沢　紀美子 上　　　　　野 上野第1、上野第2

松　沢　俊　夫 上　　　　　野 上野第3、下平新田、上野教員住宅

押　木　喜　策 元　　　　　町 元町

内　山　光　子 新町新田 新町新田
高　橋　　　一 三　　　　領 三領、小根岸

関　口　　　清 木　　　　落 木落、寺ヶ崎

山　口　康　司 仁　　　　　田 仁田、塩辛

野　沢　由　篤 野　　　　　口 野口、四十歩

丸　山　ミチ子 原　　　　田 原田、根深、下原

南　雲　直　秀 中　　仙　　田 中仙田、田戸

高　橋　文　夫 室　　　　島 室島、小脇、高倉

高　橋　芳　春 赤　　　　　谷 赤谷

金　子　ヒロ子 岩　　　　瀬 岩瀬、大倉

田　中　正　信 小　　白　倉 小臼倉、大臼倉

川　崎　定　則 朝　　日　　町 町内全域（主任児童委員）

大　平　シズイ 木　　　　落 町内全域（主任児童委員）

、椰鰯

　　　　　　　　　霧　　薇　　　　，撫
　　　　　　　　　鐵　楠・隈…

　　　　　　　　　懸㎜，

　　　　　　　　　　懸　　　　蝋
　　　　　　　　　　　　灘…鶴ン馨灘贈、謡

　　鞭難翻、，灘’魍
　　　i羅灘　　　　　　　　麟13
　仙田保育園もちつき大会から（l　l．18）

福祉に関するこ相談は

民生委員（児童委員）

　　　　　　　　　　まで

民生委員（児童委員を兼任）は、厚生大臣の

委嘱により高齢者福祉、児童福祉、障害者福祉

など、福祉全般について担当町内の皆さんの相

談や指導に当たるほか、行政及び福祉関係機関

の協力者として活動しています。

また、主任児童委員も厚生大臣の委嘱により

町内全域を対象に、児童福祉の相談や指導に当

たっています。

民生委員（児童委員）と主任児童委員は、本

年12月1日から平成13年11月30日までの間、次

の方が皆さんの相談に乗ってくれます。担当町

内を確認のうえご相談ください。

（順不同・敬称略）
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燭懸識鞠
　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

広
報
発
行
に

　
羽
鳥
　
六
三
（
上
尾
市
）
　
二
万
円

町
政
の
一
助
に

　
平
野
　
俊
幸
（
新
潟
市
）
　
十
万
円

福
祉
に

　
平
野
聚
一
（
神
奈
川
県
）
十
万
円

　
　
　
　
o
　
　
　
．
，
町
、
簾
ノ

幽禰鱗繍繍繍麟辮繍擁蹴醐鱗鮮磯

川西町議会傍聴のご案内
　12月8日（金）及び21日（月）の両日、午前10

時から役場4階議場で、第3回川西町議会定例会

が開催されます。

　18日は一般質問、21日は条例改正、補正予算な

どの審議を予定していますので、お気軽に議会傍

聴にお出かけください。

螺獅価囎蜘晦騨麟鶯艶踊鱒く

O休目救急医

12月13日大坪医院（四日町）

　　　　a　57－6100

　20日庭野医院（寿町）

　　　a　52－2711
　23日川西町診療所（高原田）

　　　費　68－2034

　27日池田医院（本町西）

　　　8　52－2581
　29日至誠堂医院（西浦町）

　　　費　52－3276
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畔
壇
幽
．
同
崎
正
風
選

納
屋
の
も
の
取
り
出
す
こ
と
も
冬
仕
度

菊
活
け
て
冷
た
き
風
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

景
気
よ
く
ま
け
て
客
呼
ぶ
年
の
市

農
作
業
終
い
の
牛
募
蒔
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

寒
菊
を
束
ね
て
傘
を
さ
し
添
え
て

収
穫
の
喜
び
祝
う
そ
ば
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
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不
揃
の
大
根
干
し
て
不
作
と
か
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時
雨
こ
の
道
ゆ
け
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木
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伊
寺

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

爽
や
か
に
異
国
の
人
に
成
り
済
ま
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町
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激
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清
し
時
雨
中
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条
星
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そ
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家
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囲
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干
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加
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携
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と
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け
て
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緑
濃
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霧
吹
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赤
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ぼ
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新
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山

い
ち
ょ
う
の
実
拾
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校
庭
に
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展
見
る
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よ
り
雪
の
富
士
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沢
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書

白
鷺
の
斯
く
美
し
き
夕
茜

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
ス
ミ
イ

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）野　
　
上
－

ー
2
0
臨
一

麟
6
8
影
8

0日3

　31日田中外科医院（田中町）

　　　費　52－2403

1月1日川西町診療所（高原田）

　　　盈　68－2034

　　2日山口医院（袋町）

　　　盈　52－2174

　　3日大熊内科医院（山本町）

　　　費　52－7066

　10日山口医院（下条）

　　　奮　55－2003

　〃　上村病院（中里村）

　　　奮　63－2111
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嫁
気
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又
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木
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落
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台
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台
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台
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茶
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仕
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も
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ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
お
そ

ら
く
、
身
構
え
た
り
、
恐
れ
た
り
、
特

別
な
気
持
ち
を
持
っ
た
り
す
る
人
が
多

い
で
し
ょ
う
。
心
の
病
気
は
昔
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
因
が
わ
か
ら

ず
、
言
動
や
行
動
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
偏
見
の
対
象
に
な
っ

て
き
ま
し
た
し
、
そ
れ
は
今
も
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
心
の
病
気
も

他
の
か
ら
だ
の
病
気
と
同
様
に
、
か
ら

だ
の
一
部
（
心
の
病
気
の
場
合
、
脳
の

一
部
）
が
障
害
さ
れ
て
起
こ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
心
が
少
し
他
の

人
よ
り
弱
い
人
が
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を

受
け
た
時
に
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
う
た
め
に
起
こ
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
れ
は
胃
腸
の
弱
い
人
が
ち
ょ
っ
と
し

た
ス
ト
レ
ス
で
お
な
か
を
こ
わ
し
て
し

ま
う
の
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

心
の
病
気
と
か
ら
だ
の
病
気
に
差
は
な

い
の
で
す
。

　
治
療
に
つ
い
て
も
他
の
病
気
と
同
様

に
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
患
者
を
家
庭
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

専
門
医
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
回
復

へ
の
早
道
で
す
。
適
切
な
薬
を
き
ち
ん

と
飲
み
、
主
治
医
と
話
し
合
い
な
が
ら

社
会
復
帰
へ
の
方
法
を
見
つ
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
も
し
自
分
の
家
族
や
知
り

正
し
く
知
ろ
う
ー
心
の
病
気

心
の
病
気
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
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簿
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合
い
、
近
所
で
患
者
さ
ん
が
い
た
ら
、

『
心
の
病
気
を
理
解
す
る
こ
と
』
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
心
の
病
は

『
親
の
教
育
が
悪
い
』
の
で
も
、
　
『
本

人
が
な
ま
け
て
い
る
』
わ
け
で
も
な
く
、

『
遺
伝
』
で
も
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
や

家
族
を
温
か
い
気
持
ち
で
支
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
あ
る
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
が
こ
ん
な

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
　
「
精
神
科
に

入
院
し
て
い
る
と
い
う
と
誰
も
見
舞
い

に
来
な
い
。
こ
う
い
う
の
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
已
、
　
「
せ
め
て
家
族
に

だ
け
で
も
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
も
ら

い
た
い
已
と
。

　
心
の
病
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
は
持

っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
心
の
休
養
を
と

っ
て
、
心
身
の
健
康
を
維
持
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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仁
　
田

十
日
町
市

三
重
県

大
白
倉

十
日
町
市

発
電
所
通
り
西

野
　
口

十
日
町
市

（
n
月
1
日
～
30
日
届
け
出
分
）

友田丁

拍
細
羅
鑛
耀
鯵
瑠
藩
ま
ヨ

　
期
間
は
雪
解
け
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
国
道
4
0
3
号
線

■
県
道
小
千
谷
大
沢
線

■
県
道
川
西
十
日
町
線

■
県
道
中
山
上
野
線

※
お
問
い
合
わ
せ

小
脇
集
落
～
松
代
町
境

小
白
倉
集
落
～
柏
崎
市
境

高
倉
集
落
～
十
日
町
市
境

霜
条
（
松
葉
沢
）
～
田
戸
集
落

中
仙
田
集
落
～
高
柳
町
境

十
日
町
土
木
事
務
所
（
a
5
7
1
5
2
0
3
）

へ
。

も
、
九
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
　
「
水
中

運
動
体
験
教
室
」
を
開
始
。
現
在
七
十

人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
水
の
中

で
は
体
重
が
十
分
の
一
く
ら
い
に
な
る

の
で
、
陸
よ
り
も
楽
に
運
動
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
肥
満
の
解
消
や
筋
力
強

化
、
腰
痛
・
膝
痛
・
肩
凝
り
な
ど
を
解

消
す
る
う
え
で
も
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
と
し
て
、
参
加
者
も
回
を
迫
っ

て
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
写
真
“
n
月
1
0
日
の
教
室
か
ら
）
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「
小
さ
い
こ
ろ
に
見
た
夢
」

2
年
生
高
橋
大
輔
さ
ん

　
表
紙
の
写
真

　
い
ま
、
水
の
浮
力
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

水の中では負担をかけ
ずに運動ができます

漸
、
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麟

葱

レ
「
海
の
中
の
夢
」

2
年
生
佐
藤
麻
衣
さ
ん

　慧舞塞

ぐ
「
僕
が
見
た
夢
」

2
年
生
五
十
川
雅
彦

さ
ん

〈
【
無

2
年
生

題
」
星
　
　
拓
也
さ
ん
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〈
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議

麟賦

撃、

レ
「
ゆ
め
の
な
か
」

2
年
生
小
熊
祥
子
さ
ん

ぐ
「
私
の
見
た
夢
」

2
年
生
高
津
久
仁
子
さ
ん

轟

（
1
月
号
は
「
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

掲
載
す
る
予
定
で
す
）

入
賞
作
品
を

1・．12．10㊥


